Express サーバの運用、および保守について説明します。 


日常の保守(—208ページ） . 

システム診断 (—212 ページ） . 

障害時の対処 (—2 15ページ） . 

オフライン保守ユーティリティ（—247ページ) 

移動と保管(—249ページ） . 

ユーザーサポート（—250ページ） . 


Express サーバを日常使う上で確認しなければな 
らない点やファイルの管理、クリーニングの方法 
について説明します。 

Express サーバ専用の診断ユーティリティの使い 
方について説明します。 

故障かな？と思ったときに参照してください。卜 
ラブルの原因の確認方法やその対処方法について 
説明しています。 

Express サーバ専用の保守ユーティリティの使い 
方について説明します。 

Express サーバを移動 • 保管する際の手順にや注 
意事項に ついて 説明します。 

Express サーバに関するさまざまなサービスにつ 
いて説明します。サービスは NEC 、 および NEC 
が認定した保守サービス会社か6提供されるもの 
です。ぜひご利用ください。 


Express サーバ全般の運用について説明した 「Express Server Management Guide 」 も参考にして 
ください 。 「Express Server Management Guide 」 は、オンラインドキュメント、または次のホー 
ムページより参照することができます。 

http :// www . express . nec . co . jp / 


〇 NL-064aN-1 1 0Rcl -000-04-0105 
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日常の保守 

Express サーバを常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行って 
ください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してくださ 
い。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPR 〇で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPR 〇 / Se 「\/ e 「 Managei 1：：75— 卜が通報されていないか、常に注意するよ 
う心がけてください。巳31\/^8〇/36「ソ6「1\/13阳96「の「統合ビユーア」、「データビユーア」、 
「アラートビューア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPRO でチェックする画面 




アラートビューア 


ァータヒューノノ 


ステータスランプの確認 


Express サーバの電源を〇 N にした後、および シャツ トタ'ウンをして Express サーバの電源を 
〇 FF にする前に、 Express サーバ前面にあるランプの表示を確認してください。ランプの機 
能と表示の内容については「ハードウェア編」の60ページをご覧ください。万一 、 Express 
サーバの異常を示す表示が確認された場合は、保守サービス会社に連絡して保守を依頼して 
ください。 
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定期的に Express サーバのハードディスク内の大切なデータをバックアップすることをお勧 
めします。 Express サーパに最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツー 
ルについてはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 

ディスクアレイを構築しているシステムでは、ディスクアレイのコンフィグレーション情報 
のバックアップをとっておいてください。また、ハードディスクの故障によるリビルドを 
行った後もコンフィグレーション情報のノ\'ックアップをとっておくことをお勧めします。コ 
ンフィグレーション情報のバックアップについては、 EXPRESSBUILDER に格納されている 
オンラインドキュメントまたはボードに添付の説明書を参照してください。 


クリーニング 


Express サーバを良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 





®0 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 Mi 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 


Express サーバの外観の汚れは、柔らかい乾いた布で汚れを拭き取ってください。汚れが落 
ちにくいときは、次のような方法できれいになります。 

詞》〇 • シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 
口率马 原因になります。 

• コンセント、ケーブル、 Express サーバ背面のコネクタ、 Express サーバ内部は絶対 
に水などでぬらさないでください。 

1 . Express サーバの電源が〇 FF ( POWER ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2. Express サーバの電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 
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4. 中性洗剤をぬるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

5. Express サーバの汚れた部分を手順4の布で少し強めにこすって汚れを取る。 

6. 真水でぬらしてよく絞った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 


キーポー ド/マウスのク リー ニング 

キーボードは Express サーバおよび周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ラン 
プ消灯)になっていることを確認した後、キーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 
マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールの汚れを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、定期的 
に次の手順でクリーニングしてください。 


1 . Express サーバの電源が〇 FF ( P 〇 WER ランプ消灯）になっていることを確認する。 


2. マウスを裏返してマウスボールカバーを 
反時計回りに回して中からマウスボール 
を取り出す。 

3. マウスボールを乾いた柔らかい布などで 
ふいて、汚れを取り除く。 

汚れがひどいときはぬるま湯、または水 
で薄めた中性洗剤を少量含ませてふいて 
ください。 

4. マウス内部にある3つの小さなローラを 
綿棒などでふく。 

汚れがひどいときはアルコールなどを少 
量含ませてふいてください。 

5. マウスボールをマウスの中に戻す。 

手順3、4でマウスボールや口ーラをぬら 
した場合は、十分に乾燥させてからボー 
ルを入れてください。 

6. マウスボールカバーを元に戻して、時計 
回りに回してロックする。 



マウス底面 


























CD - ROM のクリーニング 


CD - R 〇 M にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、 CD - R 〇 M のクリーニングを行います。 

1. Express サーバの電源が〇 N ( P 〇 WER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. CD - R 〇 M ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが CD - R 〇 M ドライプから出てきます。 

3. CD - R 〇 M を軽く持ちながらトレーから取り出す。 


| CD-ROM の信号面に手が触れないよう注意してくださし、。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 


IH1 


CD-ROM ドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷ついて誤動作の原因 
となります。 


5. トレーを軽く押してトレーを CD - ROM ドライプに戻す。 

6. CD - R 〇 M の信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


CD-ROM は、中心から外側に向けてふいてください。クリーナ 
をお使いになるときは、 CD-ROM 専用のクリーナであることを 
お確かめください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジ 
ン、シンナーを使用すると、ディスクの内容が読めなくなった 
り、 Express サーバにそのディスクをセットした結果、故障した 
りするおそれがあります。 



テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへッドの汚れはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。定期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
い。クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用 
期間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 

EXPRESSBUILDER に格納されているユーティリティ「テープ監視ツール」を Express サーバ 
にインストールしておくと、テープドライブやテープカートリッジの状態を監視し、クリー 
ニングの要求やドライブの異常などをポップアップメッセージとして表示したり、異常の詳 
細をイベントログに記録したりすることができます。インス I -ールについては「ソフトウェ 
ア編」、またはオンラインドキュメントを参照してください。 


運用•保守編 
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システム診断 

システム診断は Express サーバに対して各種テストを行います。 

「 EXPRESSBUILDER 」 の「ツール」メニューから「システム診断」を実行して Express サーバを診断してくだ 
さい。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• Express サーバに取り付けられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードディスクのチェック 

• Express サーバに標準装備しているネットワーク （ LAN) コントローラのチェック 

I H-0 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを外してください。接続 
したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすおそれがあります。 

p |： ハードディスクのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

\Tyf] 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、 Express サーバ自身のコンソール（キーボード）を使用する方法と、シリ 
アルポート経由で管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス）があります。 
それぞれの起動方法は次のとおりです。 

I n-O 「ソフトウェア編」の 「EXPRESS 巳 UILDER」 では、コンソールレスでの通信方法に LAN と 
COM ポートの2つの方法を記載していますが、コンソールレスでのシステム診断では COM 
ポートのみを使用することができます。 

1. シャットダウン処理を行った後、 Express サーバの電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントか 
ら抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケープルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、 Express サーバの電源を〇 N にする。 

4. CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を使って Express サーバを起動する。 

Express サーバのコンソールを使用して起動する場合と、コンソールレスで起動する場合で手順 
が異なります。「ソフトウェア編」の 「 EXPRESSBUILDER 」 を参照して正しく起動してください。 
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EXPRESSBUILDER から起動すると画面にメニューが表示されます。 Express サーバのコンソー 
ルを 使用して 起動した場合は、 Express サーバに接続しているディスプレイ装置に 
「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。コンソールレスで起動した場合は、管理 
PC のディスプレイに 「EXPRESSBUILDER メインメニュー」が表示されます。 


EXPRESSBUILDER メインメニュー 


EXPRESSBUILDER トップメ ニュー 

5. [ツール]を選択する。 

6 . 「ツールメニュー」の[システム診断]を選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


システムバー 


タイトルパー 



システムパー 


タイトルパー 



夕ーゲットスコープ(四隅 試験 

が白黒反転した力ーソル） ワインド'ウ 

コンソールレスでの診断結果画面 


システムバー： 

タイトルバー： 

試験ウィンドウ： 

ターゲットスコープ： 


試験中に時間などの情報が表示されます。診断終了後には、ウィンドウ 
を操作するキーの説明が表示されます。 

診断の項目が表示されます。エラーを検出したときは、このバーが赤色 
表示（コンソール）、あるいは項目点滅（コンソールレス）になります。 
診断の経過、または結果が表示されます。 

試験ウィンドウを選択するための力ーソルです。キーボードの力ーソル 
キーで他の試験ウインドウに移動します（ここでく Enter > キーを押す 
と、選択したウィンドウに対する確認ができます。もう一度、 < Enter > 
キーを押すと元の画面に戻ります）。 


コンソールレスでの画面を切り替えるキー操作では、次のキーを押してください。 
PageUp : く Ctrl 〉 + < A > PageDown : < Ctrl > + < Z > 








矢印キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 
EXPRESSBUILDER は Express 5800シリーズのセツトアツブをサポートします。 

【セツトアツブ】 

Express 5800のセツトアツブを容易に行えるように、自動的にセツトアツブ 
に必要なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、セットアッブが自動的に判断できないバラメータは、オペレータに 
入力が要求されます。 


動めします。バックアップ情報が無いときは、修理復旧時I 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアッブは、 
フロッピーディスクを準備して、ツールでオフライン保守: 
「システム情報の管理_!から「退避」を選択してください< 


きは SI 理復 I ml にぉ客様の-置因有 
バックアツブは、フォーマットされた 


シ ームレスセットアッブ 



終了 


運用•保守編 
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システム診断でエラーがあった場合はそれぞれ次のような表示で警告を促します。エラーメッ 
セージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 
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コンソールを使用した場合： タイトルバーが赤色に変化し、エラーに関する情報が赤色で表 

示される。 

コンソールレスを使用した場合：タイトルバーに表示されている診断の項目が点滅する。 

7. < Q > キーを押して、メニューの中から [ reboot ] を選択する。 

Express サーバが再起動し、システムが EXPRESSBUILDER がら起動します。 

8. EXPRESSBUILDER を終了し、 CD-R 〇 M ドライブから CD-ROM を取り出す。 

9. Express サーバの電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントがら抜く。 

10. 手順2で取り外した LAN ケープルを接続し直す。 

11. 電源コードをコンセントに接続する。 


以上でシステム診断は終了です。 



障害時の対処 


「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPR 〇/36〜6_3阳96「を使って障害の発生箇所を確認 
し、障害がハードウェアによるものがソフトウェアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
います。 


障害がハードウエア要因によるものかソフトウェア要因によるものかを判断するには、 

巳31\/^卩〇/36「ソ6「1\/13旧96「が便利です。 



1 JE?R. BOS Q -脒ホ •- リガ n[l . r 

SS3*-16»gG) V- 


M PlU #I%IF7 _[He_ 校 II I 

K 

— — 物咖齡 '_ 

I £ シ — 1 

I L 0 bVM 4w^(Unifi«d) 

I 

»i m ：n J 

〜レフで表示す 5J3 れ Ft] 初 ft てい。 

携状況： ESI していない 

OOPU* 商丰 ¢1 分：!.： 

F … へ.‘.鼉 

CPU 負荷苹 13: 正 « な ® BWT 

1 

「一遞 ———li— —i 真索」 


サーバ/ワークステーション 
の障害発生箇所、および障害 
内容を確認 
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エラーメッセージ 


Express サーバになんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここで 
は、エラーメッセージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

Express サーバの電源を〇 N にすると自動的に実 
行される自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常 
を検出すると、ディスプレイ装置の画面にエ 
ラーメッセージを表示します。また、エラーの 
内容によってはビープ音でエラーが起きたこと 
を通知します。 


メモリの故障を示すメッセージ(例ではメモリ 
#1が故障した場合の表示） 


Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0.XXXX 

CPU=Pentium III Processor XXX MHz 
064 OK System RAM Passed 
0127 M Extended RAM Passed 
WARNING 

0B60: DIMM #1 has been disabled. 


Press ^l>to resume, <F2>to setup 


次にエラーメッセージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法 
を爪します0 

P 〇 ST のエラーメッセージー覧は Express サーバ単体のものです。マザーボードに接続され 
「已^| ているオプションの SCSI コントローラボード、ディスクミラーリングコントローラに搭載 
されている BIOS のエラーメッセージとその対処方法についてはオプションに添付のマニュ 
アルを参照してください。 

I n -0 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音のパターンをメモしてお 
いてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 


216 














ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エ 
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュ テス ト エラーが 起きたことを示します。 

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

対処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマ 
ザーボードを交換してくださ 
い0 

1-2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM ボードの取り付け状態を確 
認してください。それでも直ら 
なし''場合は保守サーヒス会社し 
連絡して DIMM ボード、またはマ 
ザーボードを交換してくださ 
い。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡して、 

マザーボードを交換してくださ 
い0 

1-3-3-1 

メモリを検出できない。あるいは、容 
量チェック中のエラー 

DIMM ボードの取り付け状態を確 
認してください。それでも直ら 
ない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM ボード、またはマ 
ザーボードを交換してくださ 
い。 

1-3-4- 1 

DRAM アドレスエラー 

1-3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1 -4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

保守サービス会社に連絡してマ 
ザーボードを交換してくださ 
い。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

ォプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してくださ 
し)。また、増設した PCI ボードの 
オプション ROM の展開が表示さ 
れない場合は、 PCI ボードの取り 
付け状態を確認してください。 

それでも直らない場合は保守サ 
ービス会社に連絡して、増設し 
た PCI ボード、またはマザーボー 
ドを交換してください。 


運用•保守編 
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ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0200 

Failure Fixed Disk 

ハードディスクエラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0230 

System RAM Failed at 
offset 

システム RAM エラー。オフセットア 
ドレス 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset 

シャドウ RAM エラー。オフセットア 
ドレス 


0232 

Extended RAM Failed at 
address line 

拡張 RAM エラー。オフセットアドレ 
ス 


0234 

Single-bit ECC error 

メモリ1ビットエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0235 

Multiple-bit ECC error 
occurred 

メモリ複数ビットエラーが起きた。 

0250 

System batteiy is dead - 
Replace and run SETUP 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッ 
テリを交換してください。（コン 
ピュータを再起動後、 SETUP を 
起動して設定し直してください。 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default 
configuration used 

システム CMOS のチェックサムが'正し 
くありません。 

デフォルト値が設定されまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直してください。 

0260 

System timer error 

システムタイマーエラー。 

保守サ_ビス会社に連絡してくだ 
さい。 

0270 

Real time clock error 

リアルタイムクロックエラー。 

0271 

Check date and time 
setting 

リアルタイムクロックの時刻設定に誤 
りがある。 

SETUP を起動して、時刻を設定 
し直してください。設定し直して 
も同じエラーが続けて起きるとき 
は保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

02B0 

Diskette drive A error 

フロッピーディスク A のエラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

02B2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP 

ドライブ A のタイプが正しくない。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0B1B 

PCI System Error on 

Bus/Device/Function 

バス/デバイス/機能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B1C 

PCI Parity Error on 

Bus/D evice/ F unction 

バス/デバイス/機能で PCI パリティエ 
ラーが発生した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B30 

FAN1 Alarm occurred. 

ファン 1 の異常。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

ファン番号については、 r 各部の 
名称」の「装置内部」を参照して 
ください。 

0B31 

FAN 2 Alarm occurred. 

ファン2の異常。 

0B32 

FAN3 Alarm occurred. 

ファン3の異常。 

0B33 

FAN4 Alarm occurred. 

ファン4の異常。 

0B5F 

Forced to use CPU with 

error 

CPU エラーを検出した。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B60 

DIMM # 1 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。 
縮退している。 

メモリ#1が 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B61 

DIMM #2 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。 
縮退している。 

メモリ#2が 


0B62 

DIMM #3 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。 
縮退している。 

メモリ#3が 


0B6F 

DIMM group with error 
is enabled 

メモリエラーを検出した。 

すべてのメモリでエラーを検出し 
たため、強制的に起動していま 
す。保守サービス会社に連絡して 
ください。 

0B71 

System Temperature out 
of the range 

温度異常を検出した。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading 

電圧を検出中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B75 

System Voltage out of 
the range 

システムの電圧に異常を検出した。 


0B7C 

The error occurred 
during fan sensor 
reading 

FAN センサのリード中にエラーを検出 
した。 


0B80 

BMC Memory Test 

Failed. 

BMC デバイス(チップ)の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 



0B82 

BMC core hardware 
failure. 




0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失敗 
した。 


0B90 

BMC Platform 

Information Area 
Corrupted. 

BMC デバイス(チップ)の故障。 


0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 






* エラー コード 「0 B 30」 〜 「0 B 33」、「0 B 60 J 〜 「0 B 62」 に示されるファンと DIMM の搭載位置については、「ハードウエア編」の「各部 
の名称と機能」を参照してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B92 Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能以 
外は使用できます。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B93 BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス(チップ)の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B94 IPMB signal lines do not 
respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller ) の故障。 

IPMB 経由での SMC へのアクセス 
機能以外は使用できます。致命的 
な障害ではありませんが、一度電 
源を〇 FF にして、起動し直してく 
ださい。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B95 BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能以 
外は使用できます。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B96 BMC SDR Repository 
lailure. 

BMC デバイス(チップ)の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B97 BMC SEL device failure. 

0BB0 SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM データを正しく読めなかった。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0BB1 SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM データのチェックサムが正しく 
ない。 

OBDO 1st SMBus device 
address not 
acknowledged. 

なんらかの SMBus デバイス(チップ)の 
故障。 

致命的な障害ではありませんが、一 
度電源を 0 FR こして、起動し直し 
てください。それでも直らない場合 
は保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0BD1 1st SMBus device Error 

detected. 

0BD2 1st SMBus timeout. 

0C00 RomPilot reports error 
number xx 

RomPilot 初期化エラー 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。 

もしくは SETUP を起動して、設 
定内容を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

Expansion Rom not 
initialized 

PCI カードの拡張 ROM が初期化されな 
い。 

SETUP を起動して拡張 ROM 領域 
を使用する機能と PCI スロット 
の〇 ption ROM 設定を Disatiled に 
してください。それでも直らない 
場合は、保守サービス会社に連絡 
してください。 

Invalid System 
Configuration Data 

システムを構成しているデータが破壊 
されています。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

System Configuration 
Data Read error 

システムを構成しているデータのリー 
トエラ ー 。 

Resource Conflict 

PCI 力ードのリソースが正しくマツピ 
ングされていない。 

System Configuration 
Data Write Error 

システムを構成しているデータのライ 
トエラ ー 。 

WARNING: IRQ not 
configured 

PCI カードの割り込みが正しく設定さ 
れていない。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 


H -〇 「Expansion Rom not Initialized 」 メッセージは拡張 ROM 領域の不足が原因で表示され 

る場合が あります。 以下の 4 つの項目のう ち使用 頻度の最も低い機能を Disabled にして く 
ださい。 


一 Rompilot Support 
一 Legacy USB Support 
一 On board LAN 1 /On board LAN 2 
一 PCI slot ! 


運用•保守編 
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Windows 2000/Windows NT のエラーメッセージ 


サーバ管理アプリケーションからのエラーメッセージ 

ESMPR 〇 /ServerAgent や ESMPRO / 

ServerManager 、 GAMSever など 
Express サーバ専用の管理ツールを 
Express サーバや管理 PC へインストール 
しておくと、何らかの障害が起きたときに 
管理 PC や Express サーバに接続している 
ディスプレイ装置から障害の内容を知るこ 
とができます。 


各種アプリケーションのインストールや運用方法についてはソフトウェア編、またはオンラ 
インドキュメントを参照してください。 

ESMPR 〇を使ったシステム構築や各種設定の詳細についてはオンラインヘルプや、オンラ 
インドキュメントの 「Express Server Management Guide 」、 別売の 「 ESMPR 〇システム構 
築ガイド」で詳しく説明されています。 


Windows 2000 /Windows NT の 
起動後に致命的なエラー （ STOP エ 
ラーやシステムエラー）が起きると 
ディスプレイ装置の画面がブルー 
に変わり、エラーに関する詳細な 
メッセージが表示されます。 


画面のバックグラウンド 
の色は「ブルー」 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると Express サーバは自動的にメモリタ'ンプを実行し任意のディレ 
クトリにメモリダンプのデータを保存します（「メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 
(Windows 2000の場合は28ページ 、 Windows NT 4.0 の場合は44ページ)」参照)。のちほ 
ど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼される場合があり 
ます。 M 〇や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよう準備してお 
いてください。 

11-0 STOP エラーやシステムエラーが発生しシステムを再起動したとき、仮想メモリが不足し 
smm ていることを示すメッセージが表示されることがありますが、そのまま起動してください。 

^ このファイルをメディアにコピーする前に、イベントビューアを起動して、システムイベン 
トログで Save Dump のイベントログが記録され、メモリダンプが保存されたことを確認し 
てください。 

このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器にエラーが起 
きた場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連 
絡してください。 


STOP : C000021A (FATAL SYSTEM ERROR) 

The Windows logon process.. System process terminated. 

Unexpectedly with a status of 0x00000001 
(0x00000000 0x00000000). 

The system has been shutdown. 

crashdump : initializing miniport driver 

crashdump : dumping physical memory to disk 


7:1 13:31l3:1 217:547:254:084:0529:279:275:345:335:26 
1/291/271/271/271/271/271/271/271/271/161/161/161/161/161/161/161/16 

JSLiEis こ - _isis 

■k0610010010010010010006064806484806484848 
1146.122.3. 温 ii22.3.46.146.146.246.146.246.246.146.246.246.2 
H10.8.198.198.198.198.198.198.10.8.10.8.10.8.10.8.10.8.10.8.10.8.10.8.10.8.10.8. 
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Express サーバが思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に 
従って Express サーバをチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目がある 
ときは、その後の確認、処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録 
してから、保守サービス会社に連絡してください。 


Express サ ー 7 (について 

ノノ 電源が ON にならない 

□ 電源が Express サーバに正しく供給されていますか？ 

一 電源コードが Express サーバの電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接 
続されていることを確認してください。 

- Express サーバに添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの 
被覆が破れていたり、ブラク'部分が折れてし 〉 たりしていないことを確認してく 
ださい。 

—接続したコンセントのブレーカが〇 N になっていることを確認してください。 
— UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が出力されていることを確認してください。詳しくは UPS に添付のマ 
ニュアルを参照してください。 

また、 Express サーバの BIOS セッ ト アップユーティリティで UPS との電源連動 
機能の設定ができます。 

n POWER スイッチを押しましたか？ 

— Express サーバ前面にある POWER スイッチを押して電源を〇 N ( POWER ランプ 
点灯）にしてください。 

電源が OFF にならない 

n POWER スイッチの機能を無効にしていませんか？ 

—いったん Express サーバを再起動して、 BIOS セットアップユーティリティを起 
動してください。 

く確認するメニュー: 「 Security」—「Power Switch Mask 」—「 UnMasked 」〉 


運用•保守編 
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POST が終わらない 

n メモリが正しく搭載されていますか？ 

—最低1枚の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

-搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合があ 
ります。しばらくお待ちください。 

□ Express サーバの起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

— 起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常を検出し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは 
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッセー 
ジなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないよう注意して 
ください。 

□ Express サーバで使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

— NEC が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

、ノノ 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ー インタフェースケーブルや電源ケーブル（コード)が確実に接続されていること 
を確認してください。また接続順序が正しいかどうか確認してください。 

n 電源〇 n の順番を間違っていませんか？ 

—外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、 Express サーバの順 
に電源を〇 N にします。 

n ドライパをインストールしていますか？ 

-接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なも 
のがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

n オプションボードの設定を間違えていませんか？ 

- pci デバイスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボード 
によっては特別な設定が必要なものもあります。詳しくはボードに添付のマ 
ニュアルを参照して正しく設定してください。 

- シリアルポートやパラレルポート、 USB ポートに接続しているデバイスについ 
ては、1/〇ポートアドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デバイ 
スに添付のマニュアルを参照して正しく設定してください。 

V キーポードやマウスが正しく機能しない 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

— Express サーバ背面や前面（シリアルポート）にあるコネクタに正しく接続され 
ていることを確認してください。 

— Express サーバの電源が〇 N になっている間に接続すると正しく機能しません 
(USB デバイスを除く）。いったん Express サーバの電源を〇 FR こしてから正し 
く接続してください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

— Express サーバの BIOS セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更 
することができます。 BIOS セツトアップユーティリティで設定を確認してくだ 
さい。 
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n ドライバをインス!-ールしていますか？ 

-使用している〇 s に添付のマニュアルを参照してキーボードやマウスのドライバ 
がインストールされていることを確認してください（これらは〇 S のインストー 
ルの際に標準でインストールされます）。また、〇 S によってはキーボードやマ 
ウスの設定を変更できる場合があります。使用している〇 S に添付のマニュアル 
を参照して正しく設定されているかどうが確認してください。 

^ Windows 2000のインス I ル後にデバイスマネージャで日本語106/109キー 

ポードが英語101/ I 02キーポードと認識される。 

-デバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていますが、キー 
ボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で行うことができます。日本 
語106/109キーボードに変更したいときは、以下の手順で変更してください。 

1. [スタートメニュー]から[設定]を選択し、[コント□ールパネル]を起動す 

る0 

2. [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し[デバイスマネージャ]をク 
リックする。 

3. [キーボード]をクリックし、以下のプ□パティを開く。 

101/102英語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 キーボード 

4. [ ドライバ]タブの [ ドライバの更新]をクリックし、[このデバイスの既知の 
ドライバを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

5. 「このデバイスクラスのハードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS / 
2キーボード （106/109 キ ー) を選択しして[次へ]ボタンをクリックする。 

6. ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

7. 以下のメッセージが表示された場合は、[はい]ボタンをクリックして操作 
を続行する。 


ドライパ (D 更新菅告 


^ フロッピーディスクにアクセス(読み込み、または書き込みが)できない 

n フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットしていますか？ 

— フロッピーディスクドライブに「カチッ」と音がするまで確実に差し込んでくだ 
さぃ。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

—フロッピーディスクのライトプ□テクトスイッチのノッチを「書き込み可」に 
セットしてください。 

□ フォーマットしていますか9 

—フォーマット済みのフロッピーディスクを使用するか、セットしたフロッピー 
ディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については、〇 s に 
添付のマニュアルを参照してください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

— Express サーバの BIOS セットアップユーティリティでフロッピーディスクドラ 
イブを無効にすることができます。 BIOS セツトアップユーティリティで設定を 
確認してください。 


Windows によって、このデパイスドライパが八ードウ：[アと互換性があることを確認できなかったため、このデパイスをインスト 
ールしないことをお勧めします。ドライパない場合、八ードウ：[アが正しく射)作しないことがあります。また、 ] ンピュ 
一夕が不安定になったり、完全[こ勅^?性もあります。このドライパのインストルを続行しま t か？ 


‘フレ^^^ 1 なし 

I はぃ⑺ノ | 


[ I 、ぃ far | 
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? CD-ROM にアクセスでぎない 

n CD - ROM ドライブのトレーに確実にセツトしていますか？ 

-トレーには CD - R 〇 M を保持するホルタ'一があります。ホルタ'一で確実に保持さ 
れていることを確認してください。 


□ Express サーバで使用できる CD - R 〇 M ですか？ 

一 Macintosh 専用の CD - R 〇 M は使用できません。 

/正しい CD-ROM を挿入したのに以下のメッセージが表示される 


CD - ROM が挿入されていないか、誤った 
CD - ROM が挿入されています。 

正しい CD - ROM を挿入してください。 


fOK 1 


n CD - R 〇 M のデータ面が汚れていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

— CD - ROM ドライブから CD - ROM を取り出し、よごれや傷などがないことを確認 
してから、再度 CD - R 〇 M をセットし、[〇 K ] ボタンをクリックしてください。 

^ハードディスクにアクセスできない 


□ Express サーバで使用できるハードディスクですか？ 

— NEC が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

n ハードディスクは正しく取り付けられていますか？ 

— ハードディスクの取り付け状態やケーブルの接続状態を確認してください。ま 
た、ハードディスクを固定するネジはハードディスクに添付されているネジを 
使用してください。 

n ハードディスクを正しく設定していますか？ 

— ハードディスクを1台搭載している場合は 「 Master 」、 または 「 Single 」 に動作 
モードを設定してください。2台搭載している場合は、ディスクベイ1に搭載し 
ているハードディスクを 「 Master 」 に、ディスクベイ2に搭載しているハード 
ディスクを 「 Slave 」 に設定してください。動作モードはハードディスクのジャン 
パピンを使って設定します。詳しくは、ハードディスクに添付されている説明 
書を参照してください。 

兄 SCS 隱器(内蔵 • 外付け）にアクセスできない 

□ Express サーバで使用できる SCSI 機器ですか？ 

— NEC が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

n scsi コント□ーラの設定を間違えていませんか？ 

-オプションの SCSI コント□ーラボードを搭載し、 SCSI 機器を接続している場 
合は 、 SCSI コント□ーラボードが持つ BIOS セットアップユーティリティで正 
しく設定してください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアル 
を参照してください。 

n scsi 機器の設定を間違えていませんか？ 

— 外付け SCSI 機器を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設定が必要 
です。詳しくは SCSI 機器に添付のマニュアルを参照してください。 
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OS を起動できない 

n フロッピーディスクをセットしていませんか？ 

—フロッピーディスクを取り出して再起動してください。 

□ EXPRESSBUILDER をセットしていませんか？ 

— EXPRESSBUILDER を取り出して再起動してください。 

n 〇 s が破損していませんか？ 

— Windows NT の修復プロセスを使って修復を試してください (241 ページ)。 

*sD く Windows 2000 /Windows NT 4.0> インス I ^ールを正しくできない 

n インス!-ール時の注意事項を確認していますか？ 

— Windows 2000は18ページ（または、オンラインドキュメント）を、 Windows 
NT 4.0 は34ページ（または、オンラインドキュメント）を参照してください。 

*sD く Windows 2000 /Windows NT 4.0> OS の動作が不安定 

n システムのアップデートを行いましたか？ 

—〇 s をインス I -ールした後にネットワークドライバをインストールすると動作が 
不安定になることがあります。32ページ (Windows 200 0) または49ページ 
(Windows NT 4.⑴を参照してシステムをアップデートしてください。 

® く Windows 2000> インス I "ール中、テキストベースのセットアップ画面で、文字 

化けしたメッセージが表示され、インストールが続行できない 

n 複数のハードディスクを接続したり、ディスクアレイコント□ーラ配下に複数のシ 
ステムドライブを作成してインストールを行っていませんか？ 

- 〇 s をインス I -ールするハードディスク以外のハードディスクをいったん取り外 
した状態でインス I -ールを行ってください。 

ー ディスクアレイコント□ーラ配下のディスクにインストールする場合は、シス 
テムドライブを複数作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってくださ 
し、複数のシステムドライブを作成する場合は、インストール完了後、ディス 
クアレイのコンフィグレーションユーティリティを使用して追力□作成してくだ 
さい。 

(D く Windows 2 QQQ > 起動中に 「UNEXPECTED KERNEL MODE TRAP 」 とし、う 

メッセージを表示してシステムが停止した 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

— Express サーバの BIOS セットアップユーティリティでプラグアンドプレイに対 
応した設定にしてください。 

㈧ く Windows 2000> 障害発生時、「自動的に再起動する」の設定で設定どおりに動作 

しない 

— 障害発生時に「自動的に再起動する」の設定にかかわらず、自動的に再起動する 
場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起動して 
ください。 
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く Windows 2000〉ブルー画面で電源 OFF ができない 


—ブルー画面で電源を〇 FF にする時は、強制電源〇 FF (強制シャットタ'ウン: 
P 〇 WER スイッチを4秒間押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は 
〇 FR こなりません。 

^ く Windows NT 4.0〉ログオン後にイベント□グを見ると以下のエラーログがある 


説明の） 

クラッシュゲンアを使用できません。 NT はクラッシュグンアに対してア-卜八°_ティシヨンのへ°-シ''ファイル 
を初期化できませんでした。システムに物理メモリが 3.8 GB 以上あることが原因の可能性があり 
ます。 


«-〇 この□グは Windows NT 4.0を使用している場合のものです 。 Windows 2000 
隱 p 吾 では□グが残らない場合がありますが、障害が起きた際に原因を早急に確認できるよ 
う以下の説明と同様の解決手段をとっておくことをお勧めします 。 Windows 2000 
でのページングファイルサイズの説明については、19ページをご覧ください。 

n メモリの増設をしていませんか？ 

ー メモリを増設した場合は、ページングファイルのサイズも増やす必要がありま 
す。増設したメモリに相応するようにページングファイルのサイズを設定し直 
してください。 

ページングファイルサイズは、搭載メモリ十 12 MB 以上が基本です。 

必ず 0 S パーティションに上記サイズを確保してください。 STOP エラー発生時 
にメモリダンプを採取するために必要です。 

[コント□—ルパネル]の[システム]を選択し、[パフォーマンス]をクリックし 
ます。「仮想メモリ」の[変更]ボタンをクリックしてください。 

初期サイズと最大サイズを変更し、[変更]ボタンをクリックします。 

再起動が必ず必要です。 

^ ネットワーク上で認識されない 

n ケーブルを接続していますか？ 

一 Express サーバ背面にあるネットワークポートに確実に接続してください。ま 
た、使用するケーブルがネットワークインタフェースの規格に準拠したもので 
あることを確認してください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

— Express サーバの BIOS セットアップユーティリティで内蔵の LAN コント□—ラ 
を無効にすることができます 。 BIOS セットアップユーティリティで設定を確認 
してください。 

n プロトコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

— Express サーバ専用のネットワークドライバをインス I ルしてください。ま 
た、 TCP / IP などのプロトコルのセットアップや各種サービスが確実に設定され 
ていることを確認してください。 

n 転送速度の設定を間違えていませんか？ 

一 Express サーバに標準で装備されている内蔵の LAN コント□—ラは、転送速度 
が 100 Mbps と 10 Mbps のどちらのネットワークでも使用することができま 
す。この転送速度の切り替えまたは設定は〇 S 上から行えますが 、 「Auto 
Detect 」 という機能は使用せず、「100」または「10」のどちらかに設定してくだ 
さい。また、接続している Hub と転送速度やデュブレックスモードが同じであ 
ることを確認してください。 
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□ システムのアップデートをしましたか？く Windows NT 4.0 のみ〉 

- オペレーティングシステムをインストールした後にネットワークドライバをイ 
ンストールした場合は、システムのアップデートをしなければ正しく機能しま 
せん (49 ページ)。 

EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBUILDER から Express サーバを起動できない場合は、次の点について確認してく 
ださい。 

□ POST の実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

— POST を実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しないとエラーメッセージ 
が表示されたり、〇 S が起動したりします。 

n bios のセットアップを間違えていませんか？ 

一 Express サーバの BIOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順序を 
設定することができます。 BIOS セットアップユーティリティで CD - R 〇 M ドライブが 
最初に起動するよラ順序を変更してください。 

く確認するメニュー： 「 Boot 」> 

EXPRESSBUILDER 実行中、何らかの障害が発生すると、 

右のよラなメッセージが表示されます。エラーコードを記 
録して保守サービス会社に連絡してください。 

エラーコードと意味は次のとおりです。 


エラーコー ト 

原因と処理方法 

MC 

EXPRESSBUILDER の対象マシンではありません。対象マシンで実行してく 
ださい。 

NV 

不揮発性メモリ ( NvRAM ) にアクセスできません。 

PT 

ハードディスクが接続されていないか、ハードディスクが異常です。ハード 
ディスクが正常に接続されていることを確認してください。 

FL 

フロッピーディスクが読み書きできない可能性があります。新しいフロッ 
ピーディスクに交換して、再度実行してください。 


この他にもシームレスセットアップでディスクアレイ構築時やシステム診断を実行したとき 
に障害を検出するとエラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモまたは 
プリントアウトし、保守サービス会社までご連絡ください。 

ディスクアレイに関するセットアップ中に障害を検出するとディスクアレイのセットアップ 
をスキップします。このようなメッセージが現れた場合は、ディスクアレイコントローラま 
たはハードディスクドライブに障害が発生している可能性があります。保守サービス会社に 
保守を依頼してください。 


エラーが 発生しました。 
エラーコード [XX] 
終了します。 


] 萑認 I 
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シームレスセットアップについて 

く Windows 2000 /Windows NT 4.0 共通〉 

X 指定したノ（ーティシヨンサイズよりも小さい容量のハードディスクを使用してインス 

I -ールしようとしたときに以下のメッセージが表示された 


指定された)\° - テイシヨンサイス''は A - ドテ''イスクの確保可能な容量を超えています。 
セツトアツアは確保できる最大サイス''で) r - テイシヨンを作成しました。 

セツトアツアを続行します。 


r QK I 


—異常ではありません。 < Ente 「> キーを押してインストールを続けてください。 

Y CD - ROM からファイルをコピー中に次のメッセージが表示された。 


xxxxx : Not Ready xxxxxxxxxxxxxxxxxxxZ 
xxxxx ( A ), xxxxx ( R ), xxxxx ( F ) 


- < R > キーを押してください。 < R > キーを押しても何度も表示されるときは、シーム 
レスセットアップをはじめからやり直してください。それでも同じ結果が出たとき 
は保守サービス会社に連絡して、 CD - R 〇 M ドライブの点検を依頼してください。 

y 1 自動インストールが中断し、セットアップ情報を入力するように求められた 

—設定したセットアップ情報に間違いがあります。メッセージに従って正しい値を入 
力してください。インス!-ールをキャンセルする必要はありません 。 Windows 
2〇〇〇ではセットアップの最後のリブートで再度、 < Ente 「> キーの入力を要求され 
ることがあります。 

^ 「コンピュータの役割」画面で[終了]ポタンが表示される 

—ここで[終了]ボタンをクリックすると、その後の設定はシームレスセットアップの 
既定値を自動的に選択して、インストールを行います。 


く Windows 2000の既定値〉 

ネットワークプロトコルの設定 

プロトコル： TCP/IP [ DHCP 指定] 

サービス： Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有 

の選択 

クライアント： Microsoft ネットワーク用クライアント 
コンポーネント： SNMP、IIS (Professional を I 除く） 

アプリケーシヨン： ESMPRO/ServerAgent 

エクスプレス通報サービス 
GAM Server (Mylex DAC を接続時） 

GAM Client (Mylex DAC を接続時） 

Array Recovery TooKMylex DAC を接続時） 

自動クリーンアップツール (Mylex DAC を接続時） 

* DAC : ディスクアレイコント□—ラ 
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く Windows NT 4.0の既定値〉 


ネットワークの設定 

アダプタ： 標準のネットワークアダプタ 

プロトコル： TCP/IP [ DHCP 指定] 

サービス： SNMP , IIS (Workstation を除く） 

アプリケーション： ESMPRO/ServerAgent 

エクスプレス通報サービス 
GAM Server(Mylex DAC を接続時） 

GAM Client(Mylex DAC を接続時） 

Array Recovery TooKMylex DAC を接続時） 

自動クリーンアップツール (Mylex DAC を接続時） 

* DAC : ディスクアレイコントローラ 

ダ) 「コンピュータの役割」画面で[終了]ポタンが表示されない 

-作成済みのセットアップ情報ファイルを□—ドした場合は表示されません。 

—[終了]ボタンは、最初に[コンピュータの役割]画面に移ったときにのみ表示されま 
す。一度でも[コンピュータの役割]から先の画面に進むと[戻る]ボタンを使用し 
て、[コンピュータの役割]画面に戻っても、[終了]ボタンは表示されません。 

〇 「八° - ティションの使用方法」で「既存 A °- ティションを使用する」を選択したのにディスクの全領域 

が 0 S 領域としてインス I ^ールされている 

-流用するパーティション以外(保守領域を除く）にパーティションが存在しました 
か？流用するパーティション以外にパーティションが存在しなかったとき全領域を 
確保して Windows 2000、または Windows NT 4.0をインストールします。 

ダ) 「アレイディスクの設定」メニューの 「 RAID の作成」の項目で「既存 RAID を使用する」 

が選択できない 

□ 手動で RAID 構成を行ったアレイディスクに〇 S をインストールしたパーティション 
に対して「既存 RAID を使用する」を設定しようとしていませんか？ 

—手動で RAID を作成した場合に、「アレイディスクの設定」メニューの 「 RAID の作成」 
の項目で「既存 RAID を使用する」が選択できない場合があります。以下のケースに 
あてはまる場合は、シームレスセットアップがパックを認識できないため「既存 
RAID を使用する」は選択できません。「新規に作成する*」を使用するか、あるい 
はマニュアルセットアップを行うなどしてください（シームレスセットアップを使 
用して作成したアレイディスク構成の場合には、このような状態にはなりませ 
ん)〇 

* 「新規に作成する」を選択すると、ハードディスクの内容はすべて削除されるので注意し 
てください。 

- アレイディスクの RAID 構成で複数のシステムドライブを作成した場合 

- アレイディスクの RAID 構成で、パックを構成するディスクの合計容量よりも 
小さいサイズのシステムドライブを作成し、そこに〇 S をインストールしてい 

た少勿口 
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〈Windows 2000のみ > 

? ドメインに参加するように設定したのに、ワークグループでインストールされている 

—インストール中、ドメインの参加に失敗した場合、ワークグループでセットアップ 
します。コント□ールパネル—システムからドメインの参加設定を行ってくださ 
い0 

、ビ) パーティションサイズに大きな値を指定したのに、実際に Windows 2000を起動し 

てみると、2000 MB でシステムノ V ° —ティションが作成されている 

— rn °- ティションサイス''」で実領域以上の値を設定していませんか？全領域(保守領域を除く） 
を1パーティションで作成したい場合は「全領域」を設定するようにしてください。 

ソ） ディスプレイの解像度として指定したものと違う解像度で Windows 2000が起動さ 

れた 

—ディスプレイの解像度は、指定された設定が使用できなかった場合、それに近い設 
定かまたはドライバのデフォルト値が使用されます。 

^ 間違ったプ□ダクト ID/CD キーを入力してしまった。 

—間違ったプ□ダクト ID / CD キーを入力しても、自動インス!-ールは開始します。し 
かし、自動インストール中にストップ、再入力を促されます。また、この場合、自 
動インストール中の GUI セットアップ終了のリブート時に入力要求が発生します。 
これ62回の入力を行えば 、 Windows 2000のセットアップには問題はありませ 
ん〇 

^ ネットワークアダプタの詳細設定ができない。 

—シームレスセットアップでは、ネットワークアダプタの詳細設定は行えません。 
Windows 2000起動後、コント□—ルパネルから設定してください。 

シームレスセットアップで設定しなかったネットワークアダプタの設定が行われて 

Windows 2000が起動された。 

- Windows 2000は認識したネットワークアダプタは既定値に設定してインストー 
ルします。設定の変更は 、 Windows 2000起動後、コント□—ルパネルから行え 
ます。また、シームレスセットアップで設定したが、実際に接続されていなかった 
場合、アダプタのセットアップは行われませんが、プロトコルのインス I -ールだけ 
は行われます。 

⑷ 複数枚ネットワークアダプタを装着し、各アダプタ毎に違うプロトコルを設定したの 

に、どのアダプタもすベてのプロトコルが設定されている。 

—仕様です。各アダプタにはインス!-ールされたプロトコルすべてが使用できるよう 
に設定されます。シームレスで設定が行えない部分の設定は、すべて既定値になり 

よす〇 

^ 複数枚ネットワークアダプタを設定したとき、 TCP/IP プロトコルの詳細設定がすべ 

て DHCP を使用するになっている。 

—複数枚のネットワークアダプタを設定したときに、プ□トコルの詳細設定がすべて既 
定値になることがあります。コント□ールパネルから詳細設定を行ってください。 
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言 ネットワークアダプタを複数枚接続していないのにプロトコルの詳細設定がすべてデ 

フォルト設定になつている。（例： TCP/IP の場合 IP アドレス設定したのに DHCP 設定 

になっているなど） 

—複数のプロトコルを設定していませんか？ 

この場合、複数のネットワークアダプタを接続したときと同じ状態になるため、プ 
□ トコルの詳細設定がデフォルト設定になってしまいます。 

〇 S 起動後にコント□ールパネルから詳細設定を行ってください。 

く Windows NT 4.0 のみ〉 

^ インス I ^ール中にエラーメッセージが表示され、 ESMPRO/ServerAgent と IIS (イ 

ンターネットインフォメーシヨンサーノ〇のインストー)レが^できない 

一 Windows NT 4.0のインス!ル終了後、 ESMPR 〇 /ServerAgent と IIS をインス 
卜ールしてください。 

^ セットアップ情報の設定で複数枚のネットワークポードを接続しているが、ネット 

ワークアダプタごとに TCP/IP の設定ができない。 

- DHCP 設定でインストールしてください。仮の IP 構成にする場合は、いったん 
DHCP 設定でインストールしてから、インストール終了後にコントロールパネルか 
6設定し直してください。 

^ 複数枚のネットワークポードを接続しネットワークドライバをインス I "ールしたが、 

Windows NT 4.0起動後、ネットワークポードが1枚しか正常に動作しない 

—コント□ールパネルからネットワークアダプタの設定を変更してください。 

^1 0 Mbps 用の HUB を使用すると、インストール中にドメインコント□ーラが見つから 

ず、ドメインに参加できない。 

—標準搭載のネットワークボードを使用して いる 場合、インストール中に 10 Mbps の 
HUB に接続できません。ドメインに参加するときは一度ワークグループでインス 
卜ールした後、コントロールパネルのネットワークから設定を彳 T ってください。 

バックアップドメインコント ローラと してインストールする場合は シームレス セッ 
トアップはできません。マニュアルセットアップを行ってください。 

^インストール中に以下のメッセージが表示された 


システムのレジストリのクォータが不足しています。 
レジストリクォータを増やすには、コント□—ルパネルの 
[システム]を起動して[仮想メモリ]をクリックして 
ください。 


ー ログオン後、メッセージに従ってレジストリクォータの値を変更してください。 

^ Service Pack のアンインス I "ールができない 

□ 〇 S をインス!-ールするパーティションを、 4 GB を超えるサイズで作成していませ 
んか9 

一 4 GB を超えるパーティションに Windows NT 4.0をインストールするためには 
Service Pack のモジュールが必要です。この場合は Windows NT 4.0起動後も 
Service Pack をアンインストールできません。 


運用•保守編 
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すべてのブラウザをいったん終了させる 

エクスプローラを開き、メニューから[表示]—[オプション]を選択する 
[ファイルタイプ]タブをクリックし 、 "Netscape Hypertext Document 11 を 
選択した後、[削除]ボタンをクリックして削除する 
通常使用するブラウザを一つ起動する 

エクスプローラから 、 EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M 上の 
¥ MC ¥ HTML ¥ INDEX . HTM を夕、ブ'ルクリックする 

「ファイルを開くアプリケーションの選択」ウィンドウが現れたときは、[こ 
のファイルを開くアプリケーション]ボックスで使用するブラウザを選択し 
た後、[このファイルを開くときは、いつもこのアプリケーションを使う] 
チェックボックスがチェックされていることを確認し、[〇 K ] ボタンをク 
リックする 


^ パーティションサイズを8000 MB と指定したのに 、 Windows NT 起動後に確認して 

みると 7553 MB しか確保されていない。 

n IDE ディスクに〇 S をインストールしていませんか？ 

— IDE ディスクの場合、8000 MB を指定しても最大で 7553 MB しか作成されないこと 
があります。 

^ 4 GB を超えるパーティションサイズを作成できない 

□ セットアップ情報の入力漏れはありませんか？ 

-[ユーザ情報]画面の[会社名]は必ず入力してください。 

^ インストール中に 「 explorer . exe 」 ダイア□グボックスに以下のメッセージが表示され 

る場合がある。 


この Windows アブリケーシヨンは[アブリケーシヨンの終了]に応答 
できません。ビジーであるか、ユーザーからの応答を待っているか、 
または実行を停止しています。 


n 問題ありません。 

—[アプリケーション終了]ボタンをクリックし、シームレスセツトアップを続行して 
ください。 


マスターコントロールメニユーについて 

ィ オンラインドキユメントが読めない 

□ HTML ブラウザが正しくインストールされていますか？ 

—オンラインドキュメントは、 HTML 文書です。あらかじめ HTML ブラウザ 
(Netscape Communicator、Internet Explorer など）をご使用のオペレーティ 
ングシステムへインストールしておいてください。 

□ HTML ファイルの関連付けは正しいですか？ 

ー オンラインドキュメントは CD - ROM 上の□一カルファイルをアクセスします 
が、このとき HTML ファイルがブラウザに正しく関連付けられていないとエ 
ラーが発生することがあります。そのようなときは、次の操作を行って関連付 
けを再設定してください。 


12 3 4 5 6 
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n Adobe Acrobat Reader が正しくインストールされていますか？ 

-オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されていま 
す。あらかじめ Adobe Acrobat Reader をご使用のオペレーティングシステム 
へインストールしておいてください。なお 、 Adobe Acrobat Reader は、 
EXPRESSBUILDER からインストールすることができます。マスターコント 
□—ルメニューを起動後 、 「Bundle SoftwareJOrAdobe Acrobat Reader 」 を 
選択してください。 

^ オンラインドキュメントの画像が見にくい 

□ ご使用のディスプレイは、256色以上の表示になっていますか？ 

—ディスプレイの設定が256色未満の場合は、画像が見にくくなります。256色 
以上の表示ができる環境で実行してください。 

^ マスターコント□ールメニューが表示されない 

□ ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 以降、または Windows 95以降ですか？ 
— CD - ROM の Autorun 機能は 、 Windows 2000,および Windows NT 4.0、 
Windows 95以降でサポートされた機能です。それ以前のバージョンでは自動 
的に起動しません。ご注意ください。 

n < Shift > キーを押していませんか？ 

—く Shift 〉 キーを押しながら CD - R 〇 M をセットしますと、 Autorun 機能がキャン 
セルされます。 

n システムの状態は問題ありませんか？ 

—システムのレジストリ設定や CD - ROM をセットするタイミングによってはメ 
ニューが起動しない場合があります。そのよラな場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥1 ST . EXE をエクスプローラ等から実行してください。 

ディスクアレイについて 

ディスクアレイを構成している本装置でのトラブルについてはボードに添付の説明書または 

EXPRESSBUILDER にあるオンラインドキュメントを参照してください。 


ExpressPicnic について 

く Windows 2000 /Windows NT 4.0 共通〉 

パ セットアップ情報の設定で ExpressPicnic ウインドウのビットマップが正しく表示さ 

れない ( Trekking コマンド使用時） 

-ディスプレイの設定の色数が256色未満の場合はビットマップが正しく表示されて 
いませんが、セットアップ情報は正しく表示できます。 


運用•保守編 
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〈Windows 2000のみ > 


? Point To Point トンネリングプロトコルの設定ができない 

—現在サポートしていません。インス!-ール後、コントロールパネルから設定を行っ 
てください。この場合、リブートは必要ありません。 

メノ ネットワークアダプタの詳細設定ができない 

— ExpressPicnic では、ネットワークアダプタの詳細設定は行えません。 Windows 
2000起動後、コント□—ルパネルから設定してください。 

く Windows NT 4.0 のみ> 

ノノ セットアップ情報の設定でディスプレイの解像度が設定できない 

—インストール時、解像度は各ドライバの既定値で設定されます。 Windows NT 4.0 
のインストール終了後、コントロールパネルを使用して設定し直してください。 

^ セットアップ情報の設定で複数枚のネットワークポードを接続しているが、ネット 

ワークアダプタごとに TCP / IP の設定ができない 

— DHCP 設定でインストールしてください。仮の IP 構成にする場合は、いったん 
DHCP 設定でインス I -ールしてから、インストール終了後にコントロールパネルか 
ら設定し直してください。 


ESMPRO について 


ESMPRO / ServerAgent(Windows 2000 /Windows NT 版）について 


—添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / 
ServerAgent(Windows 2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガイド」で卜 
ラブルの回避方法やその他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerManager について 


—添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / 
36「\^「1\/13门396「インストレーシヨンガイド」でトラブルの回避方法やその他の補足 
説明が記載されています。参照してください。 
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障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を採取することができま 


す。 

M -0 • 以降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員から情報採取の 

依頼があつたときのみ採取してください。 


• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表 
示されることがありますが、そのままシステムを起動してください。途中でリセット 
し、もう一度起動すると、障害情報が正しく採取できません。 


イベントログの採取 


Express サーバに起きたさまざまな事象（イベント）のログを採取します。 


I M-0 STOP エラーやシステムエラー、ス I -ールが起きている場合はいったん再起動してから作 ■ 
業を始めます。 

運 

用 


Windows 2000 の場合 

1. コント□ールパネルから[管理ツール]— 
[イベントビューア]をクリックする。 


2 . 採取するログの種類を選択する。 

[アプリケーションログ]には起動してい 
たアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セキュリティ 
ログ]にはセキュリティに関連するイペン 
卜が記録されています。[システムログ] 
には Windows 2000のシステム構成要素 
で発生したイベントが記録されていま 
す。 

3 . [操作]メニューの[ログファイルの名前を 
付けて保存]コマンドをクリックする。 

4 . [ファイル名]ボックスに保存するアーカ 
イブログファイルの名前を入力する。 



5 . [ファイルの種類]リストボックスで保存 
するログファイルの形式を選択し、[〇 K ] 
ボタンをクリックする。 


保 

守 

編 


詳細については Windows 2000のオンラインヘルプを参照してください。 
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Windows NT 4.0 の場合 

1 . スタートメニューがら[プログラム]—[管 
理ツール]—[インペントビューア]をク 
リックする。 

2. [ログ]メニューから採取するログの種類 
を選択する。 

[システム]には Windows NT のシステム 
構成要素で発生したイペントが記録され 
ています。[セキュリティ]にはセキュリ 
ティに関連するイペントが記録されてい 
ます。[アプリケーション]には起動して 
いたアプリケーシヨンに関連するイベン 
卜が記録されています。 


3 . [ログ]メニューの[名前を付けて保存]コ 
マンドをクリックする。 

4 . [ファイル名]ボックスに保存するアーカ 
イプ□ク'ファイルの名前を入力する。 

5 . [ファイルの種類]リストボックスで保存 
する□ク'ファイルの形式を選択し、[〇 K ] 

ボタンをクリックする。 

詳細については Windows NT 4.0 のオンラインヘルプを参照してください。 


構成情報の採取 

Express サーバのハードウェア構成や内部設定情報などを採取します。 

情報の採取には「診断プログラム」を使用します。 

Vl-O ST 〇 P エラーやシステムエラー、スI-ールが起きている場合はいったん再起動してから作 
業を始めます。 


ヘルフズ hi ) 

( システム W 1 

I セキュリティぬ） 画 . 

I I 

^名前を付けて保存 


すべてのィへ，卜を消去 (L) 
ロゲの訣定①… 


コンヒ U の逞択⑤ ... 


イ A ' ント ビュ-アの終了⑻ AK + F 4 


Windows 2000 の場合 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 

[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [管理ツール]アイコンをダプルクリックし、[コンピュータの管理]アイコンをダブルクリックす 
る。 

[コンピュータの管理]ダイアログボックスが表示されます。 

3 . [システムツール]—[システム情報]をクリックする。 
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4 . [操作]メニューの[システム情報ファイル 
として保存]コマンドをクリックする。 

5 . [ファイル名]ボックスに保存するファイ 
ルの名前を入力する。 

6. [保存]ボタンをクリックする。 


コンピュータ®音理 


搮作 ㈨ 表示⑽ツール W や- ► |囪 


( システム m 報ファイルとして f 呆存①...") 


一'へ… 


t ベてのタスク ( K ) 

► 

印刷 ( R ) 

最新 0 D 惜報に更新 ( E ) 

一1001りスポ -KU 


ヘルプ Qd ) 



一 J Internet Explorer 5 
田…®パフォ-マンス□ヴと管告 


」システ 
□ハ-ド 
□コンポ 
□ ソフド 
1 llnterr 


Windows NT 4.0 の場合 

1. スタートメニューから[プログラム]—[管 
理ツール ]- [Windows NT 診断プログラ 
ム]をクリックする。 

2. [ファイル]メニューの[レポートの保存] 
コマンドをクリックする。 

3 . 作成するレポートの詳細を設定する。 

[範囲]を[すべてのタブ]に設定します。 
[詳細レペル]を[完全]に設定します。 
[出力先]を[ファイル]に設定します。 

4 . [ファイル名]ボックスに保存するファイ 
ルの名前を入力する。 

5 . [〇 K ] ボタンをクリックする。 


レホ t 卜の作成 


■「範囲 

在の j 

い如て ( 

ジ助先 


作成するレホ卜 
¥¥SAKURA 


iWLP 
ての幻''色） 


詳細レVル1 


_ィル ( E ) 

9^-'- ドむ） 
通芾使う:^:/^) 


キャンセル 


ワトソン博士の診断情報の採取 

ワトソン博士を使って、アプリケーションエラーに関連する診断情報を採取します。 

診断情報の保存先は任意で設定できます。詳しくは「導入編」の r ヮトソン博士の設定」を参照 
してください(説明は 、 Windows 2000と Windows NT 4.0 で分けて記載しています）。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保存した場合 
は、ラベルに 「 NTBackup 」 で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてくださ 
い。診断情報の保存先は任意で設定できます。詳しくは「メモリダンプ(デバッグ情報)の設 
定 (Windows 2000の場合は28ページ 、 Windows NT 4.0の場合は44ページ)」を参照して 
ください。 


保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているとき 
に操作するとシステムの運用に支障をきたすおそれがあります。 

P 章害の発生後に再起動したときに仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表 
示される場合がありますが、そのまま起動してください。途中でリセットして起動し直 
すと、データを正しくダンプできない場合があります。 


運用•保守編 
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障害が発生し、メモリダンプを採取した 
いときに DUMP スイッチを押してくださ 
い。スイッチを押すときには金属製のピ 
ン(太めのゼムクリップを引き伸ばして代 
用できる）をスイッチ穴から斜めに差し込 
んでスイッチを押します。 

スイッチを押すと、メモリダンプは設定 
されている保存先に保存されます ( CPU が 
ス I -ールした場合などではメモリダンプ 
を採取できない場合があります）。 


D 〇 〇 0_0 〇 〇 0 0 0 0 0 0 0 oC 


D 〇〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇〇〇〇()〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 

0000000 


□ 0000B 


DUMP スイッチ 


n-O つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 












システムの修復 


OS を動作させるために必要なファイルが破損した場合は、「修復プロセス」を使ってシステ 
厶を修復してください。 


• システムの 修復後、 Windows 2000 の 場合は32ページ、 Windows NT4.0 の 場合は 
49ページの「システムのアップデート」を参照して必ずシステムをアップデートしてく 
ださい。また、 Windows 2000の場合は、システムのアップデートに加え、各種ドラ 
イバをアップデートしてください。詳しくはオンラインドキユメント「インストレー 
シヨンサプリメントガイド」の「ドライバのインストールと詳細設定」を参照してくださ 
い0 

• Windows NT 4.0の場合は、システムの修復のもととなる修復情報は、システムを更 
新したときなどには必ず更新してください。（修復情報の更新方法については、46ペー 
ジの「システム修復情報の更新」を参照してください。） 

«ハードディスクが認識できない場合は、システムの修復はできません。 


修復手順 〜 Windows 2000 


次の手順に従ってシステム修復ディスクではなく、ディスクの中の情報を使って修復してく 
ださい。ソフトウェア編を参照してあらかじめ Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER を用意しておいてください。 


1. システムの電源を〇 N にする。 

2. Express サーバの CD-ROM ドライプに Windows 2000 CD-ROM をセットする。 

3. Windows 2000 C D-R 〇 M を C D-R 〇 M ドライプにセットしたら、リセットする 
(く Ctrl>+ く Alt>+<Delete> キーを押す）が、電源を〇 FF/0N して Express サーバを再起動する。 

4. <装置にディスクコントローラを取り付けていない場合> 

画面の指示に従つて手順8まで進む。 

く装置にディスクミラーリングコント□—ラ （N8103-58) が SCSI コント□—ラ （N8103-55)、 ま 
たはディスクアレイコントローラ（N8 103-52) が取り付けられている場合> 

画面上台 B (こ 「Setup is inspecting your computer's hardware c 〇门 figuration...」 が、表示されてし、 
る間に <F6> キーを押す。 


I チェック I 

<F6> キーを押しても、このときには画面上には何の変化もあらわれません。 
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5. 以下のメッセージが表示されたら <S> キーを押す。 

Setup could not detrmine the type of one or more mass storage 
devices installed in your system, or you have chosen to 
manually specify an adapter.Currentlly, Setup will load 
support for the following mass storage devices. 

以下のメッセージが表示されます。 

Please insert the disk labeled 
manufacturer-supplied hardware support disk 
into Drive A: 

* Press ENTER when ready. 

6. Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER をフロッピーディスクドライプにセット 
し、 <Ente「> キーを押す。 

SCSI アダプタのリストが表示されます。 

7. SCSI アダプタリストから以下のいずれがを選択し、 <Enter> キーを押す。 

ディスクミラーリングコントローラ (N81 03-58) 

[Win2000 Promise FastTraklOO(tm) Contoller] 

ディスクアレイコントローラ (N8103-52) 

[Mylex AcceleRAID 160 Disk Array Contoller] 

SCSI コント □— ラ (N8103-55) 

[Win2K AdvanSys U2W/U2W SCSI Adapter] 

以降は、メッセージに従って作業を続けてください。 

8. <R> キーを押して修復オプションを選択 
する。 

9. キーボードの種類を選択する。 

10. 選択を求められたら、 <R> キーを押して 
システム修復処理を選択する。 


Windows 2000 Server セットアップ 
セットアップへようこそ 

セットアッププログラムのこの部分は、 Mcrosoft(R) Windows 2000 (R) の 
インストールと設定を準備します。 

• Windows 2000のセットアップを開始するには、 Entei •キーを押してくだ 
さい。 

• インストール済の Windows 2000を修復するには、 R キーを押してく 
左さい 

• Windows2000 をインストールしないでセツトアップを終了するには、： F3 
キーを押してください。 


Enter= 続行 R= 修復 F3= 終了 


11. 選択を求められたら、次のうちのどちらかを選択する。 

[手動修復] (<M> キーを押す）高度なユーザーがシステム管理者以外はこのオプションを選択しな 
いでください。このオプションを使うと、システムファイル、パー 
ティションブートセクタおよびスタートアップ環境の問題を修復す 
ることができます。 

[高速修復; l(<F> キーを押す）このオプションは使い方がとても簡単で、ユーザーは何もする必要 
はありません。このオプションを選択すると、システム修復ディス 
クプ□グラムが、システムファイル、システムディスクのパーティ 
ションプートセクタおよびスタートアップ環境(システムに複数の才 
ペレーティングシステムがインス I -ールされている場合)に関連した 
問題の修復を開始します。 
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12. 画面に表示される指示に従って操作し、システム修復ディスクを挿入するよう求める画面では、 
<L> キーを 押す。 

ディスクの検査後、システムは一度再起動されます。 

I チェック I 

システム修復ディスクを使用しない処理を行います。 

13. 手順1〜10を繰り返す。 

修復処理が開始されます。 

修復処理の間に、見つがらないファイルや破損したファイルが、ハードディスク上^¥1386の 
ファイルがシステムパーティシヨンの systemroot;¥Repair フォルダのファイルに置き換えられま 
す。こうして置き換えられたファイルは、セットアップ以降に行った構成の変更を一切反映して 
いません。 

12. 画面に表示される指示に従って操作する。 

障害が検出されたファイルの名前を控えておくと、システムがどのように破損していたのかを診 
断するのに役立ちます。 

13. 修復に成功した場合は処理を終了する。 

コンピュータが問題なく再起動したことで置き換えられたファイルがハードディスクに正しくコ 
ピーされたことがわかります。 

修復手順 〜 Windows NT 4.0 〜 

Windows NT 4.0を使用している場合は、以下の手順でシステムの修復を行います。 

システムの修復 

次の手順に従ってシステム修復ディスクではなく、ディスクの中の情報を使って修復してく 
ださい。 

1. システムの電源を〇 N にする。 

2. Express サーバの CD-ROM ドライプに Windows NT CD-R 〇 M をセットする。 

3. Windows NT C D-R 〇 M を C D-R 〇 M ドライプにセットしたら、リセットする 
(く Ctrl>+ く Alt>+<Delete> キーを押す）か、電源を〇 FF/0N して Express サーバを再起動する。 
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4. く装置にディスクコントローラを取り付けていない場合 > 

画面の指示に従って手順9まで進む。 

く装置にディスクミラーリングコントローラ（N81〇 3-58) か SCSI コントローラ（N81〇3-55)、ま 
たはディスクアレイコント□—ラ （N8103-52) が取り付けられている場合〉 

システムの電源〇 N 後、画面が以下のどちらかの状態のときに <F6> キーを押す。 

春セットアップは、コンピュータのハードウェア構成を検査しています.…の表示中 
• 青一色の画面の表示中 


「セットアップはシステムにインス|-ール 
されている1つ以上の大容量記憶装置の 
種類を判断できませんでした」というメッ 
セージと選択画面が表示されます。選択 
画面が表示されなかった場合は、 <F6> 
キーが正しく押されていません。 <F3> 
キーを押してセットアップを終了し、も 
う一度システムの電源を〇 N し直してから 
始めてください。 


Windows NT Server セツトアップ 


. トアップ . . . . _ __ 

されています。次の大容量記憶装置をサボートするドライバを読み込みます。 


•Windows NT で使用する SCSI アダプタ、 CD-ROM ドライブ、特殊なディ 
スクコントローラを追加指定する場合、および大容量記憶装置の製造 
-- 、一… -•■-けV - - - 一… 


棼 IS 供されたデ バィ 


スサポートデイスクがある場合は S を押して 


ハ一-____ 


s= デバイスの追加指定 


5. <S> キーを押す。 


Windows NT Server セットアップ 


严ス テムにインスト 


— . . •■ルされている1つ以上の大容量記憶 

装置の種類を判断できませんでした。また.アダプタの手動指定が選択 
されています。次の大容量記憶装置をサボートするドライバを読み込みます。 


•Windows NT で使用する SCSI アダプタ、 CD-ROM ドライブ、特殊なディ 
スクコントローラを追加指定する場合、および大容量記憶装置の製造 
元から提供されたデバイスサポートディスクがある場合は S を押して 
ください。 

•大容量記憶装置の製造元から提供されたデバイスサポートディスクが 
な t 、場合、または Windows NT で使用する大容量記憶装置を追加指定し 
ない場合は Entei •キーを押してください。 


S= テV S' イスの追加指定 


6 . [その他]を選び、 <Enter> キーを押す。 


Windows NT Server セットアップ 

次の一覧から使用する SCSI アダプタの種類を選択するかアダプタの製造元から 
提供されたデバイスサポートディスクがある場合[その他]を選択してください。 


Olivetti ESC-l/ESC-2 SCSI Host Adapter 

QLogic PIC SCSI HOST Adapter 

MKEPanasonic CD-ROM Controller 

Sony Proprietary CD-ROM Controller 

UltraStor 14F/14FB/34F/34FA/34FB SCSI Host Adapter 

UltraStor 24F/24FA SCSI Host Adapter 

その他 




Enter 二選択 ] 

ESC= キャンセル F3= 終了 


7. 「Windows NT 4.〇 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER #1」をフロッピーディスクドライプに 
セットし、 <Enter>*_ を押す。 

SCSI アダプタのリストが表示されます。 

8 . 装置に接続されているコントローラに適応したドライバをアダプタリストから選び、 <Enter> キー 
を押す。 


ディスクミラーリングコントローラ (N8103-58) 
[WinNT Promise FastTraklOO(tm) Controller] 
ディスクアレイコントローラ (N8103-52) 

[Mylex AccelRAID 160 Array Controller] 

SCSI コント ローラ (N 8103 -55) 

[NT4 AdvanSys UW/U2W/U3W SCSI Adapter] 
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手順 5 の画面に民ります。 

装置に複数のコントローラを装着している場合は、手順5〜8を繰り返してください。 

次の[セットアップへようこそ]の画面までの作業は表示されるメッセージに従って行ってくださ 
い0 

9. <R> キーを押して修復オプションを選択 
する。 


Windows NT Server セツトアップ 


soft(R) Windows NT(R) オペレーティングシステム Version 4.0 の 
トアッププログラムは、 WidowsNT のインストールと設定を行います。 

'Windows NT のセットアップにつI、て説明が必要な場合は、 F1 キーを 
押してください。 

WindowsNT のセットアップを開始するには、 Entei •キーを押してく 
ださい。 

' 破損したインストール済の Windows NT Version 4.0 を修復するには、 

R キーを押してください。 

_ WindowsNT をインストールせずにセットアップを終了するには、 F3 
キーを押してください。 


Enter= 続行 R= 修復 


10. 実行するタスクを選択し操作を続行する。 

11. メッセージに従って操作し、システム修復ディスクのセットを要求する画面でく Esc> キーを押 
す。 

「ハードディスクの次のディレクトリに Windows NT が見つかりました。」というメッセージが表 
示されます。 

12. <Enter>*_ を押す0 

13. ハードディスクの検査を行うかどうが選択するメッセージが表示されたら、 <Esc> キーを押す。 

14. 修復するレジストリファイルを選択し、続行する。 

15. <A> キーを押し、非オリジナルファイルをすべて修復する。 

16. メッセージに従って続行する。 

修復に成功した場合は処理を終了します。コンピュータが問題なく再起動したことで置き換えら 
れたファイルがハードディスクに正しくコピーされたことがわがります。 


システム修復の途中で、次のメッセージが表示される場合があります。く Esc> キーを押して、 
処理を取り消してください。ネットワークドライバの修復は、「ネットワーク関連の修復」に従っ 
て行ってください。 

次のラベルの付いたディスクを、ドライブ A: に挿入してください。 

Intel PRO Adapter CD-ROM or floppy disk 
• 準備ができたら Enter キーを押してください0 
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ネットワーク関連の修復 


ネットワークドライバの修復は次の手順で行います。 

1. スタートメニューから[設定]—[コントロールパネル]をクリックする。 

[コントロールパネル]が表示されます。 

2. [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネットワーク]が表示されます。 

3. [アダプタ]タブをクリックする。 

4. [ネットワークアダプタ]ボックスに表示されているネットワークアダプター覧から必要なネット 
ワークアダプタを選択し、[更新]ボタンをクリックする。 

5. ネットワークドライバが入っているディスクをセットする。 

6. ネットワークドライバのディレクトリのパスを入力し、[続行]ボタンをクリックする。 
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オフライン保守ユーテイ U テイ 

オフライン保守ユーティリティは、 Express サーバの予防保守、障害解析を行うためのユーティリティで 
す。 ESMPR 〇が起動できないような障害が Express サーバに起きた場合は、オフライン保守ユーティリ 
ティを使って障害原因の確認ができます。 

ii -〇 拳オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプ□グラムです。保守ユー 
ティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示す説明)があります 
が、保守員以外の方は操作できません。 

• オフライン保守ユーティリティが起動すると、クライアントから Express サーバヘア 
クセスできなくなります。 


オフライン保守ユーテイリテイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティはさまざまな方法で起動することができます。 

オフライン保守ユーティリティは手動で起動することもできますが、障害発生時に自動起動 
させることもできます。 

• EXPRESSBUILDER ガ、らの起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」から[ツール]-[オフライン保守ユーティリティ] 
の順に選択すると、 CD - R 〇 M よりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• フロッピーディスクからの起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の[ツール]-[サボートディスクの作成]で作成し 
た「オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保守 
ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインストール後、 Express サーバの起動時の画面で 
< F 4> キーを押すと、ディスクよりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( ESMPR 0 からの操作） 

ESMPR 〇 / ServerAgent で「システム再起動後ただちにオフライン保守ユーティリティを 
起動する」に設定して再起動すると、ハードディスクよリオフライン保守ユーティリティ 
が起動します。 

• 自動起動 (0 S 運用中の障害） 

〇 S 動作中に致命的な障害が発生し、シャットタ'ウン後、再起動するとオフライン保守 
ユーティリティが自動的に起動します（あらかじめ、 ESMPR 〇 / ServerAgent で、「障害 
発生時、オフライン保守ユーティリティを起動する」に設定をしておく必要がありま 

す)。 

• 自動起動 (0 S ブー ト失敗） 

〇 S ブート監視機能が有効な場合、〇 S のブート(起動)を3回失敗すると、オフライン保守 
ユーティリティが自動的に起動します。 
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オフライン保守ユーテイ U テイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベントログ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
す。 

本機能により、システムで起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特定する 
ことができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示機能 

BIOS の現在の設定値をテキストファイルへ出力します。 

• システム情報の表示 

プロセッサや BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力したりしま 
す。 

• システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設定のバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

■： システム情報のバックアップの方法については、32ページで説明しています。なお、リ 

\-^2 ストア(復旧）は操作を熟知した保守員以外は行わないでください。 


• 各種ユーティリティの起動 


EXPRESSBUILDER から保守用パーティションにインス I ルされた以下のユーティリ 
ティを起動することができます。 

-システムマネージメント機能 
—システム診断 
—保守用パーテイシヨンの設定 


248 








移動と保管 

Express サーバを移動 • 保管するときは保守サービス会社に連絡して、ラックからの取り外しを依頼して 
ください。 





0 

^\A\ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 m 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


△注意 

A 0 

A 魚 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 落下注意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 



M -0 • フロアのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守 

サービス会社に連絡してください。 

• 八ードディスクに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいてください。 

• ハードディスクを内蔵している場合は八ードディスクに衝撃を与えないように注意して 
Express サーノ（を移動させてください。 

1. フロッピーディスク、 CD - R 〇 M をセットしている場合は Express サーバから取り出す。 

2. Express サーバの電源を〇 FF ( POWER ランプ消灯）にする。 

3. Express サーバの電源コードをコンセントから抜く。 

4. Express サーバに接続しているケープルをすべて取り外す。 

5. ラックに搭載している場合は、74ページを参照して Express サーバをラックから取り出す。 

6 . Express サーパに傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっがりと梱包する。 
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ユーザーサポート 

アフターサービスをお受けになる前に、保証およびサービスの内容について確認してください。 


保証について 


Express サーパには『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入して 
お渡ししますので、記載内容を確認のラえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が 
発生した場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』お 
よびこの後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 



參 NEC 製以外（サードパーティ）の製品、または 
NEC が認定していない装置やインタフェース 
ケーブルを使用したために起きた Express サー 
パの故障については、その責任を負いかねます 
のでご了承ください。 

參本体の上面に、製品の形式、 SERIAL No. (製造 
番号)、定格、製造業者名、製造国が明記された 
銘板が貼ってあります。販売店にお問い合わせ 
する際にこの内容をお伝えください。また銘板 
の製造番号と保証書の保証番号が一致していま 
せんと、装置が保証期間内に故障した場合で 
も、保証を受けられないことがありますのでご 
確認ください。万一違う場合は、販売店にご連 
絡ください。 


銘板 



修理に出される前に 


「故障かな？」と思ったら、以下の手順を行ってください。 

① 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを確認 
します。 

② 「障害時の対処 (215 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ Express サーバを操作するために必要となるソフトウェアが正しくインストールされて 
いることを確認します。 

④ 市販のウィルス検出プログラムなどでサーバをチェックしてみてください。 
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以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示や 
ディスプレイ装置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイによる 
アラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先に 
ついては、付録 B 「 保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 

I H-0 この Express サーバは日本国内仕様のため、 NEC の海外拠点で修理することはできませ 
ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に出される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報* 
n 本体 • 周辺機器の記録 

* 237ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サービス会社 
から指示があったときのみ用意してください。 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後7年です。 


保守サービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認定した保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安心の上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 


運用•保守編 
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保守サービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。 
この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
だくもので、お客様との間に維持保守契約を結ばせていただきます。 
さまざまな保守サービスを用意しています。詳しくはこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算する方式で、作業の内容によって異なりま 
す。 


NEC では、お客様に合わせて以下の契約保守サービスを用意しております。 

I n-O • サービスを受ける為には事前の契約が必要です。 

• サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 


八ードウエアメンテナンスサービス 
維持保守 

定期的な点検により障害を予防します。（定期予防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧) 

出張修理 

障害発生時、保守技術者が出張して修理します。（緊急障害復旧） 


エクスプレス通報サービス 

ご契約の期間中、お客様の Express サーバ本体を監視し、障害(アレイディスク縮退、メモリ 
縮退、温度異常等)が発生した際に保守拠点からお客様に連絡します（お客様への連絡時間 
帯：月曜日〜金曜日午前9:00〜午後5:0⑴。 

「ハードウェアメンテナンスサービス」または「マルチべンタ ' H / W 統括サービス」を契約された 
お客様は無償でこの保守サービスをご利用することができます。 

(お申し込みには「申込書」が別途必要です。，販売店、当社営業担当にお申し付けください。） 
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ソフトウェア 保守 サービス 


ESS (Express Server Startup ) サーヒス 

Express 5800シリーズの Windows 2000 /Windows NT 対応モデルにおいて、 ESS 対象の 
サーバソフトウェアやクライアントソフトウェアに対し、以下の機能やサービスを提供しま 
す。 

• インストールプログラムとソフトウェアライセンスの管理 
• ソフトウェアの予防保守 ( RUR )* 

• ソフトウェアのアップグレード制度への参加* 

• Windows 2000 /Windows NT サービスパックの配布* 

* Delivery Service パッケージのみの機能として提供されます。 


PP (プログラム • プ□ダクト） • サボー ト サービス 

NEC が納入する一部他社製品のライセンス • ソフトウェアに対し、下記の作業を行います。 
(製品によっては保守サービスを提供できないものがあります。） 

• PP に関する電話 • FAX による問い合わせ対応 

• PP の更新情報 • 技術情報などの提供 

• PP の更新版の提供 


オプションサービス 

下記のオプションサービスもございますのでご利用ください。 

なお、オプションサービスは提供する NEC 販売店により、名称、内容が異なる場合がござい 
ますので、お確かめの上、ご用命ください。以下のサービスは NEC フィールディング(株)が 
提供するものです。 


ヘルプデスク サービス 

クライアン ト ■ サーバ • システムを対象に、ハードウェア/ソフ ト ウェアの適合性、操作方 
法、製品機能、障害に対する回避策などのお客様からのご質問に電話、ファクシミリ、電子 
メールなどで回答します。（クライアン ト 100台単位の購入になります。フリーダイヤルを 
利用でき、問い合わせ回数は無制限です。） 


マルチベンダ H / W 統括 サービス 

マルチべンタ'製品 (Express サーバ +SI 仕入製品*)で構成されるクライアント • サーバ • シス 
テムに対し、下記の形態による修理を行います。 


維持保守形態 

定期予防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

出張保守形態 

障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切り分け、取外し、引取り、持帰り、調査、修理をし、完了後に取付け、動 
作確認、修理内容報告、引渡しを行います。 

預り保守形態 

お客様が送付された故障品を修理し、完了後にご返送します。 


si 仕入製品とは_ _ _ 


運用•保守編 


NEC が他社から仕入れ、責任をもってお客様に納入させていただく他社製品のことです。 
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LAN マルチベンダ保守 サービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器(ルータ • HUB • ブリッジなど)につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が選んだ保守方式による障害修復を行います。クライアン 
卜およびサーバは、本メニュー対象外です。 

NEC 製の LAN 機器は出張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器についても、シングルウインドウでその障害修復(センドバック、予備 
機保守など、お客様が選んだ保守方式による）までをフォローします。 


NT サーノ('監視サービス （ Express 5800オートモニタリングサービス) 


お客様の Express サーバ本体を ESMPR 〇 (Express サーバ本体にバンドルされているサーバ 
管理ソフトウェア）と BMC 機能の連携により、モデムを介してより幅広い監視を行います。 
サービス日時は、24時間 • 365日までの9パターンから選択できます。修理は、ハードウェ 
アメンテナンスサービスで対応します 。 Windows 2000にも対応しております。 


NT サーノ ('監視サービス （ Express 5800監視サービス） 

Windows 2000 /Windows NT サーバ全体の稼働状態を監視します。サービス内容は、サー 
パ立ち上げ状況から業務アプリケーション稼働状況、サーバのアラーム状況の監視まであり 
ます。サービス日時は、24時間 • 365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は、 
毎月報告書を発行します。修理は、ハードウェアメンテナンスサービスで対応します。 
Windows 2000にも対応しております。 


クライアント構成監視サービス 

Windows NT/NetWare を使用したクライアント • サーバシステムにおけるクライアントの 
ハードウエア構成情報とインストール済みソフト情報をリモートで採集し、編集してお客様 
し報吿します。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サー 
ビス内容は、ネットワークノードの障害監視から、性能監視、構成監視まであります。サー 
ビス日時は、24時間 • 365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は、毎月報告書 
を発行します。修理は、ハードウェアメンテナンスサービスで対応します。 


ウイルス監視サービス 

Windows 2000 /Windows NT を使用したクライアント • サーバシステムにおけるコン 
ピュータウイルスの監視を行い、新種ウイルス情報、最新ウイルスパターンファイルをお客 
様に定期的に提供します。監視結果は毎月報告書を発行します。サービス日時は、24時間- 
365日監視します。 
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情報 サービス について 


Express サーバに関するご質問 • ご相談は 「NEC 58インフォメーションセンター」でお受け 
しています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

NEC 58インフォメーションセンター TEL . 03 -3455-5800( 彳ヤ表） 

FAX . 03-3456-0657 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプ 
レス通報サービス」の申し込みに関するご質問 • ご相談は「エクスプレス受付センター」でお 
受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター TEL . 0120 -22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金日■日（祝祭日を除く） 


インターネットでも情報を提供しています。 

http :// www . express . nec . co . jp / 

『58番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

『Club Express』 ： 『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800シリー 
ズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディング(株)ホー厶ページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 


運用•保守編 
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